
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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月号 No.

【写真】

今今月の主な内容（Contents）

香住小学校で模擬選挙を実施

３

めざせ！ 日本一のふるさと給食

まちづくりアンケートの結果

平成 26 年度がんばった児童・生徒を表彰

役場各課などからのお知らせ　　ほか

120
平成 27 年（2015）

2

4

14
16

－ 大切な 1票、僕ならこの人に －
香住小学校で選挙出前講座を実施

　「未来の有権者」を育てようと 2月 9 日、香住小

学校（山本真校長、401 人）で「選挙出前講座」が

行われ、同小 6年生 74 人が模擬選挙を経験しました。

　山本校長が投票管理者となり「投票開始」を宣言。

町選挙管理委員会の委員 2人が投票立会人となって

見守る中、児童は本番さながらに大切な 1票を投じ

ていました。

（本号 16ページに関連記事を掲載）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

日本一のふるさと給食
めざせ！

〝地元産食材へのこだわり〟と〝あふれる愛情〟

　「地元食材への関心」と「食文化を継承

する大切さ」――

　多くの皆さんのご理解とご協力をいただ

きながら、子どもたちに「食」を通してふ

るさとの学びを深めてもらう「ふるさと給

食」の取り組みも、本年度で３年目となり

ます。

　今回は、日本一のふるさと給食を目指し

てさらなる広がりを見せた本年度の取り組

みの一部をご紹介します。

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

■
魚
（
と
と
）
の
日
メ
ニ
ュ
ー

■
広
が
る
「
食
材
供
給
の
輪
」

■
生
産
者
と
の
交
流

　

昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
香
美
町
魚
食

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
魚
食
の
推
進
に
特
化
し
た
も

の
で
、
毎
月
20
日
を
「
魚
（
と
と
）
の
日
」、

毎
年
10
月
を
「
魚
食
普
及
推
進
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
条
例
施
行
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
中
、
漁
業
・
水

産
業
者
で
構
成
さ
れ
た「
香
美
町
と
と
活
隊
」

は
、
料
理
教
室
や
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

な
ど
を
開
催
。
ま
た
、
漁
港
や
商
店
の
前
な

ど
で
「
と
と
の
日
」
の
青
い
の
ぼ
り
を
は
た

め
か
せ
、
魚
食
普
及
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
魚
食
普
及
や

地
産
地
消
を
推
進
し
よ
う
と
、
毎
週
、
町
内

産
の
魚
や
水
産
加
工
品
を
積
極
的
に
取
り
入

　

ふ
る
さ
と
給
食
の
推
進
に
と
っ
て
、
地
元

の
生
産
者
や
加
工
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
６
月
、
ふ
る
さ
と
給
食
の
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
い
た
「
長
井
ふ
れ
あ
い
朝
市
グ

ル
ー
プ
」
か
ら
玉
ね
ぎ
２
５
０
㎏
の
納
品
を

受
け
、
香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
カ
レ
ー

や
み
そ
汁
の
具
と
し
て
調
理
、
献
立
に
並
び

ま
し
た
。
香
住
区
内
で
は
個
人
か
ら
地
元
産

　

「
生
産
者
の
顔
」や「
生
産
の
工
夫
や
苦
労
」

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ

れ
た
献
立
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
毎
月
20
日
前
後
に
「
と
と
の
日

メ
ニ
ュ
ー
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
元
産
の
魚
を
使
っ
た
献
立
を
町
内
３
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
同
時
期
に
提
供
す
る
も
の

で
、
町
内
の
幼
、
小
、
中
学
校
（
小
代
認
定

こ
ど
も
園
を
含
む
）
に
旬
の
味
を
届
け
て
い

ま
す
。

食
材
の
納
品
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
団
体
か
ら
は
初
め
て
で
、
そ
の
後
も
給

食
用
野
菜
の
品
質
と
大
き
さ
に
合
っ
た
ピ
ー

マ
ン
、
大
根
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
長
井
産
野
菜
を
納
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
区
内
で
新
規
就
農
し
た
若
手

生
産
者
か
ら
本
年
度
新
た
に
地
元
野
菜
を
納

品
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
「
香
美
町
商
工
会
青
年

部
」
が
企
画
し
た
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｓ
（
干
し
キ
ス

ス
テ
ィ
ッ
ク
）
や
「
生
活
工
房 

香こ

う

み

え

ん

味
煙
」（
村

岡
区
福
岡
）
の
シ
カ
肉
ウ
イ
ン
ナ
ー
と
い
っ

た
新
た
な
食
材
を
使
用
し
た
献
立
を
提
供
す

る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
給
食
へ
の
食
材
供
給
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▲ 村岡区いずみ会の指導を受けながらアジを三枚におろす生徒（1月 20
日、村岡中学校）

【写真】
ととの日メニューの一例
カレイの姿揚げ（上）と
ハタハタの南蛮漬け（右）

▲ 長井地区の生産者などで組織する「長井ふれあい朝市
グループ」は、本年度から地元産野菜をふるさと給食
に出荷（写真はメンバーの一部）
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■
地
域
の
協
力
と
食
育

■
近
畿
農
政
局
長
賞
を
受
賞

　

各
学
校
・
園
で
は
食
育
を
推
進
し
よ
う
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
調
理
実
習
や
食
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
町
内
す
べ
て
の
中
学
校
の
家
庭
科
授
業

で
「
地
元
産
の
魚
を
三
枚
に
お
ろ
す
」
実
習

を
行
っ
て
お
り
、
地
元
い
ず
み
会
や
但
馬
漁

業
協
同
組
合
婦
人
部
の
皆
さ
ん
な
ど
の
指
導

で
、
魚
の
三
枚
お
ろ
し
の
習
得
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

地
産
地
消
を
推
進
す
る
農
林
水
産
省
が
、

全
国
の
学
校
や
企
業
な
ど
の
給
食
や
食
堂
の

メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
た
「
第
７
回
地
産
地
消

　

ふ
る
さ
と
給
食
や
地
元
産
食
材
の
給
食
利

用
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
生
産
者
や
各
種
団

体
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ふ
る
さ
と
給
食
推
進
員
が
、
給
食

に
納
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
材
の
品
質
や

大
き
さ
な
ど
を
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
ご
紹
介
し
た
ふ
る
さ
と
給
食

の
詳
細
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
の
食
材
、
食
文
化
、
産
業
に
関
心
を
持
ち
、

感
謝
の
気
持
ち
や
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
ん
で
も
ら
う「
ふ
る
さ
と
給
食
交
流
会
」

を
各
学
校
・
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
代
小
学
校
で
は
昨
年
11
月
27
日
、「
香

美
町
小
代
内
水
面
組
合
」
の
邊
見
八
郎
さ
ん

（
小
代
区
大
谷
）
を
招
き
、
同
組
合
か
ら
購

入
し
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
使
っ
た
献
立
を
一
緒

に
味
わ
い
ま
し
た
。
邊
見
さ
ん
か
ら
は
チ
ョ

ウ
ザ
メ
養
殖
の
苦
労
話
や
新
た
に
開
発
し
た

チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
使
っ
た
魚

ぎ
ょ
し
ょ
う醤「
蝶
の
し
ず
く
」

の
説
明
も
受
け
、
同
校
の
全
校
児
童
が
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
住
小
学
校
で
は
土
作
り
に
カ
ニ

殻
を
利
用
し
た
「
か
に
の
ほ
ほ
え
み
米
」
の

前
田
精
一
さ
ん
（
香
住
区
森
）
を
、
小
代
小

学
校
で
は
「
う
へ
山
の
棚
田
」
で
米
作
り
を

し
て
い
る
若
手
生
産
者
グ
ル
ー
プ
「
〆ぬ

き

だ田
武

勇
田
」
の
皆
さ
ん
を
招
き
、
米
作
り
の
体
験

談
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
感
謝
し
て

給
食
を
い
た
だ
く
心
」
を
育
み
ま
し
た
。

給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」。
こ
の
学

校
給
食
・
社
員
食
堂
部
門
で
、
小
代
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
「
香
美
町
牛

ぎ
ゅ
っ
と
と魚

献
立
」
が
近

畿
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
献
立
の
特
徴
は
、
高
い
地
産
地
消
率

と
優
れ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
。
す
べ
て
の
メ

ニ
ュ
ー
に
地
元
産
の
食
材
（
但
馬
牛
肉
、
ハ

タ
ハ
タ
、
野
菜
、
米
、
み
ず
う
ま
味
噌
）
を

使
用
し
、
肉
、
魚
、
野
菜
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と
給
食
に

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
生
産
者
や
加
工
業
者
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲ チョウザメを養殖している香美町小代内水面組合の邊見さんから苦
労話などを聞く小代小学校児童（昨年 11 月 27 日開催のふるさと給
食交流会）

▲近畿農政局長賞を受賞した献立
　 （但馬牛肉ごはん、焼きハタハタ、高野粉
の煮物、田舎汁、牛乳）

昨年11月 10 日、香住文化会館で「香美

町環境美化推進協議会」（山村紀久子会

長）が発足。新しいごみの分別区分の開始に

合わせて立ち上げられ、ごみの減量化やリサ

イクルの推進、不法投棄の監視などを行い、

美しいまちづくり運動を推進します。

協議会は、各区・自治会（区）の「環境

美化推進員」で構成。推進員は、普段

から地域で環境保全やゴミステーションの管

理、花づくり活動などに取り組んでおられま

す。また、各区・自治会（区）の推進員の中

から「環境美化推進委員」を各 1人選出し

ていただき、環境保全や美化活動の取りまと

め、ごみの分け方や出し方の指導など、地域

の旗振り役をお願いしています。

今後、協議会では推進委員を対象とした

研修会などの開催やごみに関する町へ

の提言などを検討しているほか、さまざまな

活動を通して環境美化運動の啓発を行う予定

です。町民の皆さんには、推進員・委員の行

うごみの分別区分の周知活動、ゴミステー

ションのパトロール、不適正ごみ排出者への

指導などにご理解とご協力をお願いします。

環境美化推進員・環境美化推進委員

活動にご協力をお願いします！

▲ 

昨
年
の
設
立
総
会
で
は
、

新
し
い
ご
み
の
分
別
区
分

に
つ
い
て
役
場
担
当
者
が

推
進
委
員
に
説
明

●問い合わせ先　役場町民課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

住民アンケート調査」住民アンケート調査」

結果のお知らせ結果のお知らせ
●問い合わせ先　役場企画課

「香美町のまちづくりについての　「香美町のまちづくりについての　

　

香
美
町
の
目
指
す
べ
き
姿
と
そ
の
実
現

に
向
か
い
長
期
的
な
方
向
性
を
指
し
示
す

「
香
美
町
総
合
計
画
」。
こ
の
計
画
で
は
お

お
む
ね
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
末

を
も
っ
て
第
１
次
計
画
の
計
画
期
間
が
終

了
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
第
２
次
香
美
町
総
合

計
画
（
平
成
28
年
度
〜
）
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
広
く
お
聞
き
し
、
計
画
策
定
の
参
考
と

す
る
た
め
、
昨
年
11
〜
12
月
に
「
香
美
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
回
答
や
貴
重
な
ご

意
見
、
そ
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
結
果
な
ど
を
参
考
に
し
て

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
20
歳
以
上
の
町

民
の
皆
さ
ん
３
千
人
を
任
意
で
抽
出
し
、
香

美
町
の
暮
ら
し
心
地
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な

ど
に
つ
い
て
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
を
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
近
年
の
社
会
情
勢
を
受
け
て
、

少
子
化
、
結
婚
、
若
者
定
住
対
策
の
ほ
か
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誌
面
の
都
合
上
、
本
号
で
は
暮
ら
し
心
地

や
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
の
結
果
の
み

を
掲
載
し
て
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
詳
細
は
役
場
企
画
課
に
お
尋
ね

い
た
だ
く
か
、
町
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
方
法
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
（
平
成
26
年

11
月
１
日
現
在
）
以
上
の
３
千
人

対
象
者
抽
出
方
法　

　

 

３
区
の
人
口
、
年
齢
構
成
を
考
慮
し
、
住

民
基
本
台
帳
と
外
国
人
登
録
原
票
か
ら
任

意
で
抽
出

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間

　

平
成
26
年
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

実
施
方
法

　

郵
送
調
査
法
（
郵
送
配
布
・
回
収
）

有
効
回
答
数

　

１
３
３
３
件
（
44
・
４
％
）

43.6%43.6%
男性男性

53.5%53.5%
女性女性

2.9%2.9%無回答無回答

（図 1-1）回答者の構成（性別）

4.0%4.0%無回答無回答

5.0%5.0%
20 歳代20 歳代

8.1%8.1%
30 歳代30 歳代

10.4%10.4%
40 歳代40 歳代

17.4%17.4%
50 歳代50 歳代

23.0%23.0%
60 歳代60 歳代

20.0%20.0%
70 歳代70 歳代

12.1%12.1%
80 歳以上80 歳以上

（図 1-2）回答者の構成（年代別）

3.3%3.3%無回答無回答

7.2%7.2%

回答者回答者
のみのみ

20.9%20.9%
夫婦のみ夫婦のみ

39.2%39.2%
親と子（二世代）親と子（二世代）

26.9%26.9%

親と子と孫親と子と孫
（三世代）（三世代）

2.5%2.5%その他その他

（図 1-3）回答者の家族構成

3.4%3.4%無回答無回答

37.4%37.4%

生まれてから香美町生まれてから香美町
にずっと住んでいるにずっと住んでいる

39.6%39.6%

香美町出身だが町外香美町出身だが町外
での居住経験があるでの居住経験がある

12.8%12.8%

県内の県内の
他市町出身他市町出身

6.8%6.8%
県外出身県外出身

（図 1-4）回答者の出身地



5 －広報 ふるさと香美 2015.3

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

香
美
町
の
暮
ら
し
心
地
に
つ
い
て
回
答
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
２
‐
１
）。

　

「
暮
ら
し
や
す
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

暮
ら
し
や
す
い
」と
い
う
意
見
は
計
41
・
３
％

な
の
に
対
し
、「
暮
ら
し
に
く
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
暮
ら
し
に
く
い
」
と
い
う
意
見

は
計
53
・
３
％
で
、「
暮
ら
し
に
く
い
」
が
「
暮

ら
し
や
す
い
」
を
12
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
暮
ら
し
や
す
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

暮
ら
し
や
す
い
」
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、

そ
の
理
由
を
答
え
て
い
た
だ
い
た
結
果
が
図

２
‐
２
で
す
（
複
数
回
答
可
）。

　

「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
人
が
４
８
０
人
と
突
出
し
て
多
く
、
以

下
「
近
所
づ
き
あ
い
が
し
や
す
い
」
が
２
８

１
人
、「
防
犯
や
防
災
の
面
で
安
心
」
が
１

３
６
人
、「
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が
便
利
」

が
93
人
と
続
き
ま
す
。

　

次
に
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
暮
ら
し
に
く

い
」「
暮
ら
し
に
く
い
」
と
回
答
し
た
人
に

そ
の
理
由
を
答
え
て
い
た
だ
い
た
結
果
が
図

２
‐
３
で
す
（
複
数
回
答
可
）。

　

「
会
社
な
ど
の
働
く
場
が
少
な
い
か
ら
」

が
４
４
５
人
で
１
位
と
な
り
、
以
下
「
鉄
道

32.2%32.2%

43.6%43.6%

9.7%9.7%
9.1%9.1%

どちらかというとどちらかというと
暮らしにくい暮らしにくい

暮らしにくい暮らしにくい

どちらかというとどちらかというと
暮らしやすい暮らしやすい

暮らしやすい暮らしやすい

5.4%5.4%無回答無回答

（図 2-1）香美町の暮らし心地 香
美
町
の
暮
ら
し
心
地
は
…

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

自然環境に恵まれている

道路が整備されている

鉄道やバスが便利

通勤通学に便利

農業や林業で生計を営める

水産業で生計を営める

商業、自営業で生計を営める

会社などの働く場がある

医療や福祉サービスが充実している

子育て環境が充実している

教育環境が充実している

生涯学習やスポーツ活動の機会が充実している

買い物など日常生活が便利

近所づきあいがしやすい

防犯や防災の面で安心

余暇や娯楽を楽しみやすい

その他

（人）

480 人

86 人

12 人

19 人

18 人

30 人

20 人

13 人

40 人

21 人

11 人

34 人

93 人

40 人

28 人

281 人

136 人

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

自然環境が悪い

道路が整備されていない

鉄道やバスが不便

通勤通学に不便

農業や林業では生計を営めない

水産業では生計を営めない

商業、自営業では生計を営めない

会社などの働く場が少ない

医療や福祉サービスが不十分

子育て環境が不十分

教育環境が不十分

生涯学習やスポーツ活動の機会が不十分

買い物など日常生活が不便

近所づきあいがしにくい

防犯や防災の面で不安

余暇や娯楽を楽しむ機会が少ない

その他

（人）

45 人

27 人

75 人

54 人

55 人

24 人

48 人

34 人

91 人

31 人

111 人

350 人

129 人

151 人

246 人

304 人

445 人

暮
ら
し
や
す
い
理
由

暮
ら
し
に
く
い
理
由
…

（図 2-2）香美町が暮らしやすい理由

（図 2-3）香美町が暮らしにくい理由

や
バ
ス
が
不
便
」
が
３
５
０
人
、「
買
い
物

な
ど
日
常
生
活
が
不
便
」
が
３
０
４
人
、「
医

療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
」
が
２
４
６

人
と
続
き
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

次
の
８
分
野
45
項
目
の
ま
ち
づ
く
り
施
策

に
つ
い
て
、満
足
度
を
「
満
足
」「
や
や
満
足
」

「
ふ
つ
う
」「
や
や
不
満
」「
不
満
」
の
５
段

階
で
、ま
た
重
要
度
を
「
重
要
」「
や
や
重
要
」

「
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
」「
重
要
で
は
な
い
」

の
４
段
階
で
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
調
査
分
野
（
８
分
野
）　

　

▽ 

自
律
と
参
画
・
協
働
、
連
携
・
交
流
の

推
進
（
７
項
目
）

　

▽
教
育
・
文
化
の
充
実
・
創
造
（
６
項
目
）

　

▽ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
・
連
携
（
７

項
目
）

　

▽
産
業
振
興
と
雇
用
確
保
（
８
項
目
）

　

▽
都
市
基
盤
の
整
備
・
充
実
（
６
項
目
）

　

▽
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実
（
６
項
目
）

　

▽
自
然
環
境
の
整
備
・
充
実
（
４
項
目
）

　

▽
行
財
政
基
盤
の
強
化
（
１
項
目
）

　

「
満
足
」「
や
や
満
足
」
の
割
合
を
合
計
し
、

上
位
10
項
目
を
抜
粋
し
た
も
の
が
図
３
‐
１

で
す
。「
上
・
下
水
道
に
つ
い
て
」が
31
・
６
％
、

次
い
で
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
推

進
」
が
24
・
６
％
、「
衛
生
環
境
の
充
実
と

美
化
運
動
の
推
進
」が
23
・
８
％
と
続
き
ま
す
。

　

同
様
に
、「
や
や
不
満
」「
不
満
」
の
割
合

を
合
わ
せ
た
不
満
足
度
（
図
３
‐
２
）
で
は

「
雇
用
対
策
の
推
進
」
が
55
・
４
％
、「
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
54
・
４
％
、「
道

路
網
の
整
備
」
が
45
・
２
％
と
続
き
ま
す
。

　

「
重
要
」「
や
や
重
要
」
の
割
合
を
合
わ
せ
、

上
位
20
項
目
を
抜
粋
し
た
も
の
が
図
３
‐
３

で
す
。重
要
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は「
保

健
・
医
療
の
充
実
」
の
98
・
９
％
で
し
た
が
、

上
位
20
項
目
す
べ
て
が
90
％
以
上
と
高
い
水

準
で
、
ど
の
項
目
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
施
策
の

満
足
度
と
重
要
度
は
…

上下水道について

高齢者の生きがいづくりの推進

衛生環境の充実と美化運動の推進

消防防災の推進

日本一の但馬牛ブランドの確立

生涯学習の充実

保健・医療の充実

高齢者福祉の充実

スポーツの推進

学校教育の充実

（%）
0 5 10 15 20 25 30 35 40

11.6% 20.0%

18.0%

19.2%

17.6%

16.9%

15.2%

17.9%

16.4%

16.3%

17.8%

6.6%

4.6%

5.2%

5.3%

6.6%

3.9%

5.4%

5.4%

3.7%

31.6%

24.6%

23.8%

22.8%

22.2%

21.8%

21.8%

21.8%

21.7%

21.5%

…満足 …やや満足

雇用対策の推進

公共交通サービスの充実

道路網の整備

担い手が育つ農業の振興

保健・医療の充実

まちづくりの担い手の組織づくり

商工業・地場産業などの振興

生活関連施設の整備

観光関連産業の振興

周辺地域との連携・交流

（%）
0 10 20 30 40 50 60

23.4% 32.0%

33.7%

29.4%

30.8%

25.8%

25.3%

23.1%

23.1%

21.4%

21.9%

20.7%

15.8%

11.5%

15.8%

8.7%

9.4%

9.0%

9.7%

8.1%

55.4%

54.4%

32.5%

34.0%

41.6%

42.3%

45.2%

32.1%

31.1%

30.0%

…不満 …やや不満

保健・医療の充実

学校教育の充実

高齢者福祉の充実

児童福祉・子育て支援の推進

雇用対策の推進

地域福祉の充実

道路網の整備

国土保全の推進（治山・治水事業推進）

障害者福祉の充実

消防防災の推進

公共交通サービスの充実

健康づくりの推進

担い手が育つ農業の振興

青少年を育むふるさと教育、地域連携の推進

観光関連産業の振興

まちづくりの担い手の組織づくり

環境衛生の充実と美化運動の推進

交通安全対策・防犯体制の強化と安全・安心な消費生活の推進

地産地消等地域内連携の推進

行財政改革の推進・行政サービスの向上

（%）

…重要 …やや重要

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

71.1%

58.2%

62.7%

60.2%

69.0%

50.8%

59.0%

53.7%

45.9%

52.5%

52.3%

39.6%

44.1%

42.7%

48.1%

34.5%

39.5%

39.1%

41.4%

38.7%

35.6%

40.9%

48.4%

41.7%

40.1%

51.7%

47.0%

48.2%

42.7%

56.3%

51.2%

51.6%

49.3%

51.9%

27.8%

38.3%

33.4%

35.9%

26.9%

44.9%

98.9%

96.5%

96.1%

96.1%

95.9%

95.7%

94.6%

94.6%

94.3%

94.2%

92.4%

91.1%

90.9%

90.8%

90.8%

90.7%

90.7%

90.7%

90.6%

91.3%

（図 3-1）まちづくり施策の満足度（上位 10 項目）

（図 3-2）まちづくり施策の不満足度（上位 10 項目）

（図 3-3）まちづくり施策の重要度（上位 20 項目）
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【主なマークの意味】
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　役場本庁舎で 3月 4日、スポーツや芸術などで活躍した

町内の児童・生徒を表彰する「平成 26年度 児童生徒表彰式」

を行いました。（順不同・敬称略）

平成 26年度 がんばった児童・生徒を表彰

おめでとう！おめでとう！

今
西
弘ひ

ろ
な
り成

（
香
住
一
中
３
年
）

　

第
60
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会
共
通
男
子
棒
高
跳
第
１
位

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
66
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
共
通
男
子
棒
高
跳
第
１
位

　

第
63
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
共
通
男
子
棒
高
跳
第
２
位

　

第
61
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
男
子
棒
高
跳
第
１
位

裏
戸
槙ま

き

こ子
（
香
住
二
中
２
年
）

　

兵
庫
県
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

西
垣
和か

ず

ま真
（
村
岡
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

上
田
純じ

ゅ
ん
や也

（
村
岡
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

　

第
63
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
21
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

西
井
友と

も

き基
（
村
岡
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

　

第
63
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
21
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

村
岡
中
学
校
ス
キ
ー
部

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

団
体
総
合
優
勝
（
男
子
）

井
上
笑え

み

か花
（
小
代
中
１
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

小
代
中
学
校
ス
キ
ー
部

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

団
体
総
合
優
勝
（
女
子
）、
女
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

町長表彰教育長表彰
寺
川
明あ

い依
（
香
住
小
２
年
）

　

兵
庫
県
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

尾
崎
悠ゆ

う

ひ陽
（
香
住
小
２
年
）

　

第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新
聞
社
賞

小
林
大た

い

き輝
（
香
住
一
中
２
年
）

　

第
17
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会
共
通
男
子
棒
高
跳
第
３
位

安
田
優ゆ

か

こ

香
子
（
香
住
一
中
３
年
）

　

第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
兵
庫
県
学
校
図
書
館
協
議
会
賞

吉
田
拓た

く

み海
（
香
住
二
中
３
年
）

　

平
成
26
年
度
少
年
の
主
張
兵
庫
県
大
会
「
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
４
」
優
秀
賞
（
理
事
長
賞
）

松
井
風ふ

う

か花
（
香
住
二
中
１
年
）

　

第
74
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

柴
本
誠せ

い

や也
（
香
住
二
中
１
年
）

　

第
74
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

松
江
智さ

と

し史
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
74
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

義
本
南な

な

ほ

々
帆
（
香
住
二
中
３
年
）

　

第
74
回
全
国
教
育
美
術
展
特
選

西
田
す
ず
乃の

（
村
岡
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
２
位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

　

第
59
回
兵
庫
県
小
中
学
生
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞

明
保
能
弘こ

う
し
ょ
う翔

（
小
代
中
２
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

小
林
笑え

み

か果
（
小
代
中
２
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
３
位

藤
村
美み

ゆ

う侑
（
小
代
中
２
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
３
位

前
垣
璃り

こ子
（
小
代
中
２
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

明
保
能
紗さ

や耶
（
小
代
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

澤
田
海か

い

と大
（
小
代
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
２
位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

坂
本
舜

し
ゅ
ん

（
小
代
中
３
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
３
位

会会
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

納
税
者
は
、
自
分
が
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税
台

帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
借
地
・
借
家
人
は
、賃
貸
借
契
約
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※ 

納
税
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
権
利

が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
・
閲
覧
・
提
出
）
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

　

納
税
者
は
、
自
分
が
納
付
す
べ

き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
が
、
町
内
の
ほ
か
の

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比
べ
て

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

の
平
日
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
者

　
　
　

（
手
数
料
は
無
料
）

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 

土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者
…

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
土
地
の
所
在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ

び
価
格
）

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者
…

　

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
家
屋
の
所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
お
よ
び
価
格
）

※ 

縦
覧
希
望
者
は
、
納
税
通
知
書
、

ま
た
は
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

平
成
27
年
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す

る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ

る
人
の
た
め
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
車
両
に
は
「
軽

自
動
車
税
の
減
免
措
置
」
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
23
日
（
木
）

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
写
し

注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動
車
税
（
県

税
）
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
率
の
変
更

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
降
に
新
車
登
録
を
行
っ
た
軽
自
動
車
は
、

「
軽
自
動
車
税
率
」
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
変
更
点

【
三
輪
、
四
輪
以
上
】

▼ 

自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
初
度
検
査
年
月
」（
新

車
と
し
て
登
録
さ
れ
る
際
に
初
め
て

受
け
る
検
査
年
月
）
が
平
成
27
年

４
月
１
日
以
降
の
車
両
は
「
新

税
率
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
上

表
）。

▼ 
平
成
28
年
度
か
ら
、
初
度
検
査

年
月
か
ら
13
年
経
過
し
た
車
両

は
「
重
課
税
率
」
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

 

た
だ
し
、
中
古
車
を
購
入
・
譲

渡
さ
れ
た
場
合
で
も
検
査
証
の

初
度
検
査
年
月
で
重
課
税
率
の

適
用
が
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
な
ど
】

　

 

税
率
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
詳
し
く
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

現行税率 新税率 重課税率

初度検査年月が平成
27年 3月 31 日以前

初度検査年月が平成
27 年 4月 1日以降

初度検査年月から 13
年経過

三輪（排気量 660cc 以下） 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
（排気量 660cc 以下）

乗
用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪、四輪以上の軽自動車税率一覧（年税額）

※ 初度検査年月が平成 27 年 3 月 31 日以前の車両は、重課税率が適用されるまで現行税率が適
用されます。

※ 電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、ガソリンハイブリッド自動車、小型特殊
自動車は重課税率の対象外です。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
４
月
12
日
（
日
）
で
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

　

投
票
日
に
用
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
で
き

な
い
場
合
、「
期
日
前
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

▼
投
票
期
間

　

４
月
４
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
投
票
方
法

　

本
人
が
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
、
次
の

期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
認

印
な
ど
は
不
要
）。

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

　

香
美
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
で
、
長
期
の
出
張
な
ど
で
町
内
で
投
票

が
で
き
な
い
場
合
、
体
が
不
自
由
で
投
票
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て
い
る

場
合
、「
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
②
郵
便
な
ど
で
投
票
③
指
定
病
院
な

ど
で
投
票
―
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

②
郵
便
な
ど
で
投
票

③
指
定
病
院
な
ど
で
投
票

▼
投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
投
票
用

紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
請
求
し
ま
す

（
４
月
４
日
以
前
で
も
請
求
可
、
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
、

▼
投
票
で
き
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

つ
選
挙
人
で
次
表
の
よ
う
な
障
害
を
持
つ
人
、

ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

手帳などの種類と障害 障害の程度

 身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能の障害 1級または 2級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこ
う・直腸・小腸の障害

1級または 3級

免疫の障害 1級から 3級

 戦傷病者手帳

両下肢、体幹の障害
特別項症から
第 2項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

特別項症から
第 3項症

 介護保険被保険者証

要介護状態区分が「要介護５」

▼
投
票
で
き
る
人

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

不
在
者
投
票
施
設
（
指
定
病
院
や
指
定
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
人

▼
投
票
の
手
続
き

　

施
設
長
な
ど
に
対
し
、
不
在
者
投
票
を
す

る
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
手

続
き
は
施
設
が
行
い
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
ま
す
。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
最

寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
出

向
き
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間

・ 

最
寄
り
の
市
区
町
村
が
選
挙
を
行
っ
て
い

る
場
合

　
　

 

４
月
４
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・ 

最
寄
り
の
市
区
町
村
が
選
挙
を
行
っ
て
い

な
い
場
合

　
　

 

４
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人

▼
投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
を
請
求
し
ま
す
。

　

 　

な
お
、
こ
の
証
明
書
は
３
月
中
か
ら
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
で

き
る
人
は
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
町
選
挙
管
理
委
員
会

に「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
請
求
書
」

を
請
求
し
ま
す（
４
月
８
日
が
請
求
期
限
）。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
郵
送
（
投
票
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
本
人

確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

※ 

住
所
地
に
関
係
な
く
、
町
内
の
ど
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
所

　

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
区
総

合
セ
ン
タ
ー
（
小
代
地
域
局
）

　

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
３
日

（
金
）
告
示
、12
日
（
日
）
投
開
票
で
す
。

　

各
投
票
区
に
あ
る
投
票
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
香
住
区
三
川
、
土

生
、
御
崎
の
各
投
票
所
で
の
投
票
は
午

後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
次
の
投
票

区
の
投
票
所
を
変
更
し
ま
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

「
第
34
投
票
区
」（
小
代
区
神
場
、広

井
、
水
間
、
神
水
、
石
寺
、
猪
之
谷
）

の
投
票
所
を
旧
小
北
へ
き
地
保
育
所

か
ら
小
代
物
産
館
に
変
更

　

開
票
結
果
は
、
開
票
日
に
県
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
町
Ｈ
Ｐ
も
リ
ン
ク
）。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
の
寒
冷
な
空
気
と
南

の
温
暖
な
空
気
が
日
本
付
近
で
ぶ
つ
か
り
、

激
し
い
上
昇
気
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
温

帯
低
気
圧
が
急
速
に
発
達
す
る
た
め
で
す
。

春
の
嵐
は
台
風
と
は
違
い
、
中
心
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
風
が
吹
く
た
め
、

被
害
の
範
囲
が
広
が
り
や
す
い
特
徴
を
持
っ

て
い
ま
す
（
左
図
）。
こ
の
よ
う
に
急
速
に

低
気
圧
が
発
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
気
象
庁
は
数
日
前
か
ら
防
災
気
象
情
報

を
出
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
適
時
、
強
風
注
意

報
や
暴
風
警
報
を
発
令
し
ま
す
。
こ
う
し
た

情
報
に
接
し
た
際
に
は
早
め
に
強
風
へ
の
備

え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
「
春
に
三
日
の
晴
れ
な
し
」
っ

て
ご
存
じ
で
す
か
。
実
は
、
春
の
天

気
が
変
わ
り
や
す
い
こ
と
を
表
す
こ
と
わ
ざ

で
、
春
の
天
気
の
特
徴
で
も
あ
る
「
周
期
的

な
変
化
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

前
月
号
で
、
冬
は
「
西
高
東
低
」
の
気

圧
配
置
に
な
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
高
気
圧
は
大
陸
に
ど
ー
ん

と
腰
を
据
え
て
い
ま
す
が
、
春
に
な
る
と
、

こ
の
高
気
圧
が
ち
ぎ
れ
雲
の
よ
う
に
、
小
さ

い
ま
と
ま
り
（
移
動
性
高
気
圧
）
に
な
っ
て

次
々
と
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
冬
の
よ
う

に
ず
っ
と
曇
り
や
雪
が
続
く
こ
と
は
な
く
、

３
〜
４
日
周
期
で
め
ま
ぐ
る
し
く
天
気
が
変

わ
り
ま
す
。

天
気
が
変
化
す
る
際
に
は
「
春
の
嵐
」

と
呼
ば
れ
る
強
風
を
伴
う
こ
と
が
あ

?
春
の
天
気
の
特
徴
っ
て

春
の
天
気
の
特
徴
っ
て

何
だ
ろ
う
？

何
だ
ろ
う
？

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
？

　

か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な
ど
の
救
急
情

報
を
専
用
の
用
紙
に
記
入
し
、
筒
状

の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
１
１
９
番
通
報

に
よ
り
駆
け
付
け
た
救
急
隊
が
迅

速
に
救
急
活
動
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

ど
ん
な
人
に
配
布
し
て
る
の
？

　

町
の
「
さ
さ
え
あ
い
・
要
援
護
者

台
帳
」
に
登
録
し
て
い
る
人
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
情
報
を
入
れ
る
の
？

　

次
の
情
報
を
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

　

・
持
病
な
ど
の
情
報

　

・
日
ご
ろ
服
用
し
て
い
る
薬
の
情
報

　

・
診
察
券
や
健
康
保
険
証
の
写
し

　

・
緊
急
時
の
連
絡
先　
　

な
ど

保
管
す
る
上
で
注
意
す
る
こ
と
は
？

　

万
一
の
際
に
救
急
隊
が
見
つ
け
や
す
い

よ
う
に
、
キ
ッ
ト
の
保
管
し
て
あ
る
冷
蔵

庫
に
は
同
封
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
付
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
玄
関
ド
ア
の
内
側
に

も
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
付
け
て
、
キ
ッ
ト

が
自
宅
に
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
キ
ッ
ト
内
の
情
報
は
随
時
更
新

し
、
救
急
隊
に
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

万
一
の
備
え
に
…

平成 24 年 9 月 30 日 09 時

＜台風＞

強い風の範囲：中心付近

平成 24 年 4 月 3日 21 時

＜春の嵐＞

強い風の範囲：広範囲
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ご

みの実例を挙げながら、皆さんに正しい分

別について学んでいただくこのコーナー。

　5回目は「燃やさないごみ」です。

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
⑤燃やさないごみ編

▼ ごみ分別早見表（50 音順）で「燃やさないごみ」の

分別区分となっているか確認する。

▼ 包丁、刃物類、割れたガラスなどを出す際は、新聞紙

などに包んで、中身を表記してから袋に入れる。

■出す時のポイント

①

②

③

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

【事例】

　私が以前使用していたスマート

フォン（スマホ）で 6歳の息子が無

料ゲームをしていた。

　ところが、子どもは有料アイテム

（キャラクターが強くなるための武

器）を購入したようで、携帯電話会

社から 15 万円の請求があった。

　通信契約をしていないスマホのは

ずだが、なぜ購入できたのか。また、

支払いに応じなければいけないのか。

【ひとことアドバイス】

◇ 通信契約をしていなくても、自宅などの

Wi-Fi（無線 LAN）でインターネットにつ

ながることがあります。

◇ スマホにクレジットカードの情報が残って

いて課金・決済されたものです。インター

ネット決済の際、一度情報を入力している

と 2回目以降は簡単に決済できる場合があ

ります。

◇ 保護者の承諾を得ずに子どもが決済した場

合、消費者センターなどを通して交渉すれ

ば、初回に限り一部返金される場合があり

ます。ただし、保護者の管理責任を厳しく

問われます。

◇ スマホを与える場合、きちんとルールを決

め、常に注意を払いましょう。

◇

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？

 キャッシュレスは便利だけど…（Part3） キキキキキキキキキキキキキキャッャッャャッャッャャッャッャッャッッャッシュシュシュシュシュシュシュシュシシュシュシュシシ レスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレス 便は便便は便はは便は便はは 利だだだ利だだだだだ利だだけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけど……（………（（……… PPP tttrrrt ）3） キキキキキキキキキキキキキキャッャッャッャッャッャッャッャッャッャッャッッャッッャッシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュシュシシ レスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスレスは便は便便は便は便は便は便は便は便は便は便は便は便は便利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だ利だけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけどけど…（…（…（…（…（（（（…（…（（（…（PaPaPaPaPPPaPaPartrtrttttttttrtrtrtrt3）3）3）3）33）333）3）3）

スマホを与えっぱなしにすると…スススススススススススススススマママママママママママママホホホホホホホホホホホホホホをををををををををををををを与与与与与与与与与与与与与ええええええええええええええっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱななななななななななななななししししししししししししししににににににににににににににすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるとととととととととととととと…………………スススススススススススススススマママママママママママママホホホホホホホホホホホホホをををををををををををををを与与与与与与与与与与与与与ええええええええええええええっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱななななななななななななななししししししししししししししににににににににににににににすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるとととととととととととととと……………………………

直管（円形）蛍光灯や電球型蛍光灯は「蛍

光管」で出してください。

③蛍光管が混ざっている

掃除機や扇風機は「粗大ごみ」で出し

てください。

②掃除機が混ざっている

プラスチック製のバケツやプランター

は「燃やすごみ」で出してください。

① 燃やすごみが混ざっている

　「燃やさないごみ指定袋（青色）」として使用できる旧「燃えないごみ指定袋（青色）」ですが、新し

い分別区分では、使う機会が少なくなっています。

　そこで現在、希望すれば同じ単価の「燃やすごみ指定袋（赤色）」と交換することができます（未使

用の袋 10 枚単位）。

　 ただし、交換期限は3月31日（火）ですので、役場町民課または各地域局に早めにお申し出ください。
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お忘れなく！

　一定面積以上の土地取引を

行った場合、国土利用計画法に

基づき、契約を締結

した日から起算して

2週間以内に県知事

に届け出を行う必要

があります。

届け出が必要な面積

　・余部、香住、口佐津地区

　　…5,000㎡以上

　・上記以外の地域

　　…10,000㎡以上

問い合わせ先　役場企画課

文文

芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学
「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学
「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

雪
の
中
赤
き
単
車
は
風
切
り
て
暖
か
き
便
り
届
け
て

く
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村 

栄
子

こ
ふ
の
と
り
の
肢
は
く
れ
な
ゐ
春
雪
の
田
に
降
り
立

ち
て
え
さ
あ
さ
れ
り　
　
　
　
　
　

村
瀬 

ト
シ

但
馬
路
に
冬
の
訪
れ
告
げ
て
い
る
時
雨
に
け
む
る
春

来
の
峠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田 

幹
男

音
も
せ
ぬ
雪
降
る
道
を
バ
ス
の
行
く
乗
ら
ぬ
ま
ま
か

ら
っ
ぽ
の
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本 

弘
子

ほ
ろ
ほ
ろ
と
雪
は
過
疎
化
の
進
み
ゆ
く
里
に
降
り
積

む
白
の
哀
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　

有
本 

さ
や
か

大
根
も
芋
も
ス
ト
ー
ブ
の
大
鍋
に
ほ
っ
こ
り
と
煮
る

雪
降
る
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田 

恵
子

着
飾
り
し
二
十
歳
の
孫
よ
振
袖
も
裾
の
さ
ば
き
も
危

う
く
て
愛
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
岡 

良
子

政
治
家
よ
師
走
の
選
挙
身
勝
手
さ
其
の
無
駄
省
き
て

財
の
再
建
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

力

優
れ
た
る
数
多
の
歌
人
世
に
あ
れ
ど
我
の
暮
ら
し
は

わ
れ
し
か
詠
め
ず　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
子

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
作
り
ゆ
く
鍋
敷
の
数
な

か
な
か
増
え
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

美
栄
子

す
ず
や
か
な
文
字
に
て
書
か
れ
し
年
賀
状
こ
れ
書
き

し
日
は
生
き
て
を
り
し
友　
　
　
　

選
者

〜 

俳
句
講
座 

〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

鳴
く
風
も
春
の
音
に
と
変
る
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎 

鳥
衣

群
れ
鳥
の
翔
つ
や
庭
木
の
雪
し
づ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内 

綾
子

早
春
の
光
か
が
や
く
瀞
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

実
二

人
声
の
澄
み
た
る
里
の
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田 

耕
衣

雪
照
す
月
白
々
と
淑
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本 

文
枝

早
春
の
け
は
い
は
道
の
乾
き
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣 

博
子

龍
の
玉
し
づ
め
る
心
静
め
を
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下 

喜
幸

雪
降
れ
ば
篭
も
る
他
な
し
山
家
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾 

水
雲

里
住
み
の
早
春
の
息
吹
待
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森 

道
子

臘
梅
の
仄
か
に
香
る
寺
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根 

富
子

古
枝
に
早
春
の
雨
玉
し
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

田
鶴
子

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

評価事業一覧

事業名 事業内容など

余部空の駅昇降機
（エレベーター）
設置事業

余部鉄橋「空の駅」にエレベーターを設置し
て展望施設と公園施設をつなぐことで、「空
の駅」と「道の駅」の一体的な観光施設とし
ての誘客・地域活性化効果をさらに高めると
ともに、餘部駅を利用する利用者、特に子ど
もや高齢者の負担軽減を図る。

町営住宅建設事業 老朽化した町営住宅の建て替えや取り壊しを
行い、安心・安全な居住空間の提供を行う。

審
査
結
果
の
お
知
ら
せ
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

公
共
事
業
評
価

　

町
で
は
、
公
共
事
業
の
選
択

や
実
施
に
当
た
り
、
投
資
効
率

や
実
施
過
程
の
透
明
性
を
高
め

る
た
め
、
そ
の
必
要
性
や
効
果

な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た
審
査

会
で
、
平
成
27
年
度
以
降
に
実

施
予
定
の
事
業
に
つ
い
て
審
査

が
あ
り
、
次
の
事
業
が
原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
共
事
業
の
審
査
は

「
香
美
町
公
共
事
業
評
価
審
査

会
」（
内
部
審
査
会
）お
よ
び「
香

美
町
総
合
計
画
審
議
会
」（
外

部
審
査
会
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

土地取引の届け出
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 27年 2月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（1/21 ～ 2/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（1/21 ～ 2/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

記
後

編
集

「
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
け
ど
取
材
し
な
い
か
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
て
余
部
へ
。
普
段
、
特
に
気
に
留
め
る

こ
と
も
な
く
通
過
す
る
ト
ン
ネ
ル
で
す
が
、
工
事
中

の
、
し
か
も
自
動
車
専
用
道
路
の
も
の
を
歩
く
機
会

な
ん
て
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
内
心
、
ワ
ク
ワ
ク

で
す
▼
外
は
雪
が
ち
ら
つ
く
厳
し
い
寒
さ
。
し
か
し

内
部
は
「
え
っ
」
と
驚
く
ほ
ど
暖
か
く
、
そ
し
て
「
で

か
い
」。
内
部
の
空
間
は
言
う
に
及
ば
ず
、
重
機
も

ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
、
タ
イ
ヤ
な
ど
は
見

慣
れ
た
重
機
の
倍
以
上
。
山
の
中
腹
に
穴
を
開
け
て

い
た
で
あ
ろ
う
彼
ら
の
姿
は
、
武
骨
で
も
あ
り
た
く

ま
し
く
も
見
え
ま
し
た
▼
地
図
に
残
る
よ
う
な
巨
大

な
工
事
で
も
、
ど
ん
な
に
巨
大
な
重
機
を
使
っ
て
も
、

そ
れ
を
成
功
に
導
く
の
は
、
や
は
り
そ
こ
に
関
わ
る

人
の
力
。
貫
通
後
に
吹
き
抜
け
た
心
地
よ
い
寒
風
と
、

関
係
者
の
万
歳
が
あ
ら
た
め
て
そ
う
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
▼
暗
い
ト
ン
ネ
ル
も
や
が
て
は
明
る
い
外

に
出
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
い
冬
の
ト
ン
ネ
ル
も
も
う

す
ぐ
出
口
、
春
も
間
近
で
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は

体
調
を
崩
し
や
す
い
と
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
を
。
私
も
ボ
チ
ボ
チ
と
編
集
作
業
を

楽
し
み
ま
す
ね
（
み
う
ら
）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

新
聞
を
通
し
た
活
動
紹
介
が
評
価
！

地
元
住
民
が
「
瞬
間
」
を
見
守
る
！

　

公
益
財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
（
Ｂ
＆
Ｇ
）
財
団
（
東
京

都
港
区
、
梶
田
功
会
長
）
の
「
平
成
26
年
度

広
報
大
賞
」
に
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

が
選
ば
れ
、
１
月
28
日
、
東
京
都
港
区
の
笹

川
記
念
会
館
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
第
７

回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
約
３
７
０
自
治
体
か
ら
首

長
や
教
育
長
な
ど
７
０
０
人
余
り
が
出
席
。

浜
上
町
長
を
は
じ
め
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
職

員
も
同
席
し
、
女
優
で
同
財
団
評
議
員
で
も

あ
る
岸
ユ
キ
審
査
委
員
長
が
浜
上
町
長
に
表

彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
財
団
は
昭
和
48
年
に
設
立
。
海
洋
性
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
体

験
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の

人
々
の
〝
こ
こ
ろ
〞
と
〝
か
ら
だ
〞
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

広
報
大
賞
は
こ
う
し
た
活
動
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
平
成
15
年
度
に
設
け
た
表
彰

制
度
で
、
全
国
に
あ
る
４
７
２
ヵ
所
の
海
洋

セ
ン
タ
ー
と
２
８
３
ヵ
所
の
海
洋
ク
ラ
ブ
が

対
象
（
平
成
26
年
１
月
現
在
）。
今
回
は
昨

年
よ
り
約
３
０
０
件
多
い
２
４
０
４
件
の
応

募
が
あ
り
、テ
レ
ビ
、新
聞
、地
域
広
報
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
特
派
員
の
５
部
門
で
計
23
点
の

優
秀
賞
を
選
出
。
そ
の
中
で
最
も
優
れ
た
広

報
活
動
を
行
っ
た
と
し
て
新
聞
部
門
優
秀
賞

の
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
広
報
大
賞

　

香
住
区
余
部
で
建
設
中
の
山

陰
近
畿
自
動
車
道
浜
坂
道
路
の

余
部
ト
ン
ネ
ル
が
１
月
29
日
に

貫
通
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
光
が

差
す
瞬
間
を
工
事
関
係
者
な
ど

が
見
守
り
ま
し
た
。

　

同
ト
ン
ネ
ル
は
浜
坂
道
路

（
全
長
約
９
・
８
㎞
）
を
構
成

す
る
９
本
の
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち

の
一
つ
で
、
全
長
１
２
５
５
ｍ
。

同
道
路
内
の
ト
ン
ネ
ル
で
は
、

新
桃
観
ト
ン
ネ
ル
（
２
５
４
６

ｍ
）
に
次
ぐ
長
さ
で
す
。
平
成

25
年
６
月
に
余
部
側
か
ら
掘
削

を
開
始
。
順
調
に
掘
り
進
め
、

貫
通
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
は

道
路
の
舗
装
な
ど
を
進
め
、
平
成
29
年
度
中
の
浜
坂
道
路
全
線
開
通
に

備
え
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
工
事
関
係
者
の
ほ
か
貫
通
を
祝
っ
て
招
か
れ
た
地
元
住

民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
貫
通
の
瞬
間
を
待
ち
わ
び

ま
し
た
。
巨
大
な
掘
削
機
で
ゆ
っ
く
り
と
掘
り
進
め
る
と
、
直
径
約
１

ｍ
の
穴
が
開
き
、
薄
暗
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
光
が
。
そ
れ
と
同
時
に
参
加

者
か
ら
は
拍
手
や
万
歳
三
唱
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

余
部
ト
ン
ネ
ル
作
業
所
の
市
橋
勝
行
所
長
は
「
掘
削
中
、
大
量
の
湧

水
や
地
盤
が
脆
弱
な
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
関
係
者
は
も
と
よ

り
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
ご
協
力
の
お
か
げ
で
ほ
ぼ
工
程
ど
お
り

に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
工
区
の
残
り
部
分
で

あ
る
新
桃
観
ト
ン
ネ
ル
の
一
部
３
８
８
ｍ
の
掘
削
を
行
い
ま
す
が
、
最

後
ま
で
無
事
に
、
そ
し
て
余
部
橋
り
ょ
う
と
同
様
に
後
世
に
誇
れ
る
構

造
物
と
な
る
よ
う
、
作
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
に
作
業
を
進
め
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
Ｂ
＆
Ｇ
広
報
大
賞
を
受
賞
（
１
月
28
日
、
東
京
「
笹
川
記
念
会
館
」）

浜
坂
道
路
「
余
部
ト
ン
ネ
ル
」
が
貫
通
（
１
月
29
日
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年

４
月
か
ら
月
に
１
回
、
日
本
海
新
聞
の
誌
面

に
「
Ｂ
＆
Ｇ
徒つ

れ
づ
れ然

日
記
」
を
掲
載
。
職
員
が

持
ち
回
り
で
原
稿
を
執
筆
し
、
幼
児
期
の
運

動
の
大
切
さ
を
説
い
た
り
高
齢
者
の
体
操
教

室
を
紹
介
し
た
り
と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
理
念
や

活
動
の
普
及
に
貢
献
。
受
賞
で
は
新
聞
誌
面

を
活
用
し
た
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
「
新
日
本
海
新
聞
社
の
皆

さ
ん
は
も
と
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
受
賞
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
活

動
を
続
け
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

▲ 皆さんのご利用をお待ちしています
（センター職員一同）

▲ 貫通した瞬間（中央やや上）を見守る地元住民の皆さん
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雪
不
足
な
ん
の
そ
の
「
白
熱
の
攻
防
」
！

27
チ
ー
ム
が
真
剣
勝
負
を
展
開
！

　

雪
玉
を
投
げ
合
っ
て
楽
し
む「
雪
合
戦
」に
ル
ー

ル
を
与
え
、
そ
の
勝
敗
を
競
う
「
兵
庫
県
雪
合
戦

大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
の
第
15
回
大
会
が
、

１
月
31
日
、
２
月
１
日
の
両
日
、
小
代
区
忠
宮
の

小
代
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
一
般
の
部

と
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
に
計
43
チ
ー
ム
、
約
４
３
０

人
が
出
場
。
白
熱
し
た
攻
防
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
雪
が
舞
っ
て
い
た
も
の
の
、
積
雪
不

足
の
た
め
室
内
公
式
球
を
使
用
。
縦
40
ｍ
、
横
10

ｍ
の
コ
ー
ト
内
で
、
１
チ
ー
ム
７
人
で
構
成
さ
れ

た
２
チ
ー
ム
が
対
戦
。
３
分
の
制
限
時
間
の
う
ち

に
相
手
陣
地
の
旗
を
奪
う
か
、
玉
が
当
た
ら
な

か
っ
た
選
手
の
数
が
多
い
チ
ー
ム
が
セ
ッ
ト
を
取

　

卓
球
を
通
し
て
体
力
づ
く
り
の
推
進
と
小
学

校
区
を
超
え
た
交
流
を
深
め
よ
う
と
「
香
美
町

小
学
生
交
流
卓
球
大
会
」（
町
教
育
委
員
会
主

催
）が
２
月
８
日
、香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
始
ま
り
、
今
回
が
８
回
目
。

第
５
回
大
会
ま
で
は
男
女
別
個
人
戦
で
し
た
が
、

そ
れ
以
降
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

も
ら
お
う
と
、
小
学
校
区
単
位
で
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
に
よ
る
男
女
別
団
体
戦
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

１
チ
ー
ム
３
人
を
基
本
と
し
て
、
シ
ン
グ
ル

ス
で
対
戦
。
予
選
リ
ー
グ
の
上
位
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
す
。
今
回
は
男

子
14
、
女
子
13
の
計
27
チ
ー
ム
82
人
が
参
加
し
、

優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
森
脇
教
育
長
が
「
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
勝
利
と
い
う
大
き
な
喜
び
を

勝
ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
を
激
励
。
試

合
が
始
ま
る
と
、
何
度
も
続
く
ラ
リ
ー
や
ス

マ
ッ
シ
ュ
の
応
酬
な
ど
の
場
面
に
、
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
試
合
を
見
守
る
保
護

者
や
観
客
な
ど
か
ら
も
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

女
子
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
射
添
女
子
の
北

村
芽め

い生
さ
ん
（
射
添
小
６
年
、
村
岡
区
長
瀬
）

は
「
小
学
生
最
後
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

（
名
称
は
届
け
出
の
あ
っ
た
と
お
り
）。

　

男
子
団
体
▼
優
勝 

射
添
小
男
子
、
準
優
勝 

香
住
小
学
校
Ｂ
、
３
位 

香
住
小
学
校
Ａ
、
４

位 

Ｒ
Ｓ
Ｙ
柴
山
、
女
子
団
体
▼
優
勝 

射
添
女

子
、
準
優
勝 

長
井
小
学
校
、
３
位 

Ｒ
Ｒ
Ｙ
柴

山
、
４
位 

シ
ョ
コ
ラ
射
添

り
、
２
セ
ッ
ト
先
取
で
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、
県
代
表
と
し
て
３
月
に
長
野

県
白
馬
村
で
行
わ
れ
る
日
本
雪
合
戦
選
手
権
大
会

に
出
場
で
き
る
こ
と
か
ら
、
各
コ
ー
ト
で
は
真
剣

勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
両
手
に
球
を
持
っ
た
選

手
は
、
試
合
開
始
と
と
も
に
相
手
陣
地
へ
ダ
ッ

シ
ュ
。
シ
ェ
ル
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
壁
に
身
を
隠
し

な
が
ら
、
巧
み
に
玉
を
投
げ
合
い
ま
し
た
。
じ
わ

り
じ
わ
り
と
相
手
に
攻
め
寄
る
チ
ー
ム
が
い
る
中
、

フ
ラ
ッ
グ
め
が
け
て
特
攻
を
仕
掛
け
る
チ
ー
ム
も
。

手
に
汗
握
る
攻
防
に
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
客

か
ら
は
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
21
日
に
は
県
内
初
開
催
と
な
る
「
全
国

小
学
生
雪
合
戦
大
会
」（
日
本
雪
合
戦
連
盟
な
ど
主
催
）

の
第
14
回
大
会
が
同
会
場
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
19

チ
ー
ム
、
約
１
９
０
人
が
出
場
。
ル
ー
ル
は
県
大
会
と

同
一
な
が
ら
も
、
若
干
狭
い
コ
ー
ト
（
縦
32
ｍ
、
横
10

ｍ
）
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
】

一
般
の
部
▼
１
位 

兵
庫
Ｔ
‐
７
（
小
代
区
）、
２
位 

大
和
野
郎
（
村
岡
区
）、
３
位 

Ｂ
２
Ｖ
（
小
代
区
）、

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
▼
１
位 

村
岡
御
殿
（
村
岡
区
）、
２

位 

Ｓ
Ｋ
Ｕ
（
篠
山
市
）、
３
位 

光
陽
マ
マ
（
村
岡
区
）

【
全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会
】

１
位 

高
野
雪
合
戦
部
（
広
島
県
）、
２
位 

城
端
ペ
ガ

サ
ス
（
富
山
県
）、３
位 

イ
ヤ
ン
キ
ー
ス
ジ
ュ
ニ
ア
（
徳

島
県
）

第
15
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
（
１
月
31
日
〜
２
月
１
日
、
小
代
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

第
14
回
全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会
（
２
月
21
日
、
同
）

第
８
回
香
美
町
小
学
生
交
流
卓
球
大
会
（
２
月
８
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

▲ 果敢にフラッグを取りにいく選手（1月 31 日、兵庫県雪合戦大会
レディースの部）

▲ スマッシュを決める選手



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
120

号
）
平
成
27
年
3
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

22）

4）

18）

0）

（平成 27 年 2月 1日現在）

19,440 人（－

9,285 人（－

10,155 人（－

6,731 世帯（±

　

選
挙
の
大
切
さ
や
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
２
月
９
日
、
県
・
町
の
両
選
挙

管
理
委
員
会
（
選
管
）
が
香
住
小
学
校
６
年

生
の
２
ク
ラ
ス
を
対
象
に
「
選
挙
に
関
す
る

出
前
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
児

童
74
人
は
本
番
さ
な
が
ら
の
選
挙
に
真
剣
に

取
り
組
み
、
選
挙
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
成
立

の
改
正
国
民
投
票

法
で
は
、
投
票
年

齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
お
り
、
選
挙

権
を
持
つ
年
齢
を

18
歳
以
上
に
す
る

公
職
選
挙
法
改
正

案
も
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
未

来
の
有
権
者
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
政
治
や
選
挙
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
県
・
町
の
両
選
管
が
出

前
講
座
を
企
画
。
但
馬
地
域
で
は
初
の
試
み

で
、
県
内
で
は
明
石
市
、
西
宮
市
な
ど
に
次

い
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
、
県
選
管
の
担
当
者
が
選
挙
の
目
的

や
仕
組
み
を
紹
介
。
平
成
25
年
度
の
参
議
院

議
員
選
挙
を
例
に
、
若
年
層
の
投
票
率
が
低

下
し
て
い
る
現
状
も
説
明
し
「
こ
の
選
挙
で

は
20
歳
か
ら
24
歳
の
若
者
の
う
ち
、
３

人
に
２
人
が
投
票
に
行
っ
て
い
ま
せ

ん
」
と
児
童
に
伝
え
、「
皆
さ
ん
も
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
、

投
票
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
大
切
な

１
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
の
選
挙
で
使
用
さ
れ

て
い
る
投
票
用
紙
や
投
票
箱
、
記
載
台

な
ど
が
準
備
さ
れ
、「
香
美
町
を
代
表

す
る
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
選
挙
」
と
題
し
て
模
擬

選
挙
を
実
施
。
町
職
員
２
人
が「
か
え
る
島
」

を
推
す
候
補
者
と
「
鎧
の
袖
」
を
推
す
候
補

者
と
な
り
、「
か
え
る
島
を
見
に
来
る
観
光

客
が
増
え
れ
ば
、
町
が
賑
わ
っ
て
収
入
が
増

え
ま
す
。
す
る
と
皆
さ
ん
が
整
備
し
て
ほ
し

い
学
校
の
施
設
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
な
ど
と
い
っ
た
公
約
を
ア
ピ
ー
ル
。
児

童
は
演
説
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
候
補
者
の

公
約
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
参
考
に
、
意

中
の
候
補
者
に
１
票
を
投
じ
て
い
ま
し
た
。

　

投
票
後
は
児
童
代
表
の
４
人
と
町
選
管
の

職
員
２
人
が
開
票
作
業
を
行
い
集
計
。
開
票

結
果
を
発
表
す
る
と
、児
童
か
ら
は
「
お
ー
」

と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
投
票
し
た
西
村
詩し

の乃
さ
ん
（
香
住

区
駅
前
）
は
「
児
童
会
長
を
選
ぶ
選
挙
は
し

た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
こ
ん
な
本
格
的
な
選

挙
は
初
め
て
で
緊
張
し
ま
し
た
」
と
し
「
選

挙
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
大
き
く

な
っ
た
ら
必
ず
投
票
に
行
き
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

 

〜 

香
住
小
学
校
で
選
挙
出
前
講
座
を
実
施
（
２
月
９
日
） 

〜

本
番
さ
な
が
ら
に
模
擬
選
挙　

１
票
の
大
切
さ
を
学
ぶ
！

兵庫県議会議員選挙

投票日は４月１２日（日）
　※ 上記選挙については本号 9ページを

ご覧ください

▲ 投票所入場券と選挙人名簿の確認、投票用紙の交付も
児童自らで行いました

▲ 記載台で意中の候補者の氏名を書き、実
際に選挙で使われる投票箱に投票


